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1707 年（宝永 4） 小泉・歌津・荒砥・長清水・十三浜・諸浜の漁船十九、 
漁夫二八三人、暴風に漂流し行方知れず 
1722 年（享保 7） 戸倉村大凶作。荒町・西戸・折立等住民は流浪又は、餓 
死してほとんど全滅と伝える 
1723 年（享保 8） 志津川に大火（四四六戸焼失） 
1724 年（享保 9） 行山流鹿踊供養塔が戸倉水戸辺に建てられる 
1725 年（享保 10）   水戸辺村肝入・久右衛門が「水戸辺村永代留帳」を書き 
上げる 
1730 年（享保 15）  宮城•本吉・牡鹿・桃生四郡に津波 
1951 年（宝暦元） 本吉・桃生・牡鹿地方に津波 
1755 年（宝暦 5） 洪水と冷害によって大凶作（山内甚之丞が飢えに苦しむ村内 
の人毎に粟一斗を与え、そのため入谷村では一人の餓死者も 
みなかったと伝える） 





























慶長津波とは 1611（慶長 16）年 11 月 4 日に発生した地震によって、三陸沿岸
部を襲った巨大津波のことである。従来は 1933（昭和 8）年に起きた昭和地震と










































1611 年（慶長 16） 三陸地方で強震。津波の被害大（伊達藩領内で死者 1783 人） 
1618 年（元和 4） 政宗領内巡検。5 月 24 日～25 日頃志津川に逗留 
1626 年（寛永 3） この頃、入谷に中村日向・大越勘五郎、戸倉に河東田十兵衛が移住 
1640 年（寛永 17） この頃、戸倉在郷では、河東田十兵衛によって海に向かって新田開
拓 ：下線引用者 
1650 年（慶安 3） この頃、高橋仁左衛門により清水川街区割りが行われる 
1700 年（元禄 13） 水戸辺住人、伊藤伴内持遠を元祖として行山流鹿踊（八鹿踊り）各地
に広まる 








ている。慶長津波から 7 年目の 1618 年（元和 4）に伊達政宗が、現在の南三陸へ
巡検に訪れている。このしばらく後から、仙台藩より役人が移住し、本格的な新






















































































































































vi 速水融『歴史人口学研究』藤原書店、2009。  
vii 鹿躍りと鹿踊りのふたつの表記がある。前者は水戸辺での表記であり、後者は宮沢賢治の作品
での表記である。  
viii 2011 年は 1611 年の慶長地震から 400 周年だったことから、慶長津波の規模とその後の復興事
業に関わる歴史分野の再検討が、東北大学を中心に集中的に議論された。鳥羽徳太郎  研究報告




x 『けふのせはのゝ』所収『菅江真澄全集 第 1 巻』、未来社、1990．  
xi 『鹿踊りのはじまり』所収『宮沢賢治全集 12』、筑摩書房、1995．なお、「鹿踊りのはじまり」
が発表されたのは 1921 年である。  
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